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国
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収
支
理
論
の
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
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ア
プ
ロ
ー
チ
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よ
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一
考
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序
　
　
論
　
国
際
収
支
の
分
析
は
一
般
均
衡
論
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
把
握
す
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
の
資
本
移
動
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
所
与
と
し
た
分
析
か
ら
積
極
的
に
資
本
移
動
を
組
み
入
れ
た
も
の
へ
と
展
開
す
る
の
が
、
式
自
d
匹
1
7
以
降
の
傾
向
で
あ
る
。
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
論
で
は
国
際
収
支
を
一
国
の
民
間
部
門
が
行
な
う
資
産
選
択
の
結
果
と
し
て
分
析
し
、
資
本
移
動
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
調
整
プ
ロ
セ
ス
で
生
ず
る
現
象
、
つ
ま
り
外
国
資
産
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
バ
ラ
ン
ス
に
含
ん
だ
も
の
と
し
て
分
析
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
国
際
収
支
理
論
で
所
与
と
さ
れ
る
か
、
た
か
だ
か
国
際
間
の
利
子
率
格
差
の
変
数
と
さ
れ
た
資
本
移
動
を
明
示
的
に
国
際
収
支
理
論
に
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
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二
　
国
際
収
支
の
三
側
面
　
国
際
収
支
理
論
は
、
弾
力
性
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ア
ブ
ブ
ー
プ
ブ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ｌ
チ
の
三
つ
か
ら
分
析
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
国
際
収
支
の
三
つ
の
異
る
側
面
を
捉
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
弾
力
性
ア
プ
ロ
ー
チ
は
経
常
収
支
（
β
）
が
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
入
の
差
と
な
る
こ
と
か
ら
、
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
B
-
=
X
-
M
（
Ｘ
　
=
輸
出
、
Ｍ
＝
輸
入
）
と
考
え
、
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
変
化
に
よ
る
召
へ
の
効
果
を
Ｘ
、
訂
が
依
存
す
る
夫
々
の
価
格
か
ら
ー
と
く
に
弾
力
性
の
タ
ー
ム
に
変
形
し
て
ｌ
分
析
し
た
。
ア
ブ
ブ
ｌ
プ
シ
ョ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
民
所
得
会
計
か
ら
、
国
民
総
支
出
の
式
、
（
に
）
　
　
｝
、
＝
日
Ｑ
十
や
す
ｋ
レ
次
。
　
　
　
　
（
Υ
＝
国
民
総
生
産
、
Ｃ
＝
消
費
、
Ｉ
＝
投
資
）
の
う
ち
、
国
内
支
出
を
ア
ブ
ブ
ー
プ
シ
ョ
ン
（
哨
＝
Ｑ
十
む
と
定
義
し
、
（
ｗ
）
　
　
｀
ｗ
‥
＝
｝
、
｜
哨
と
書
い
て
、
経
常
収
支
が
国
民
総
生
産
と
国
民
総
支
出
の
一
致
し
な
い
と
き
、
国
民
総
生
産
と
ア
ブ
ソ
ｌ
プ
シ
ョ
ブ
の
差
と
な
る
こ
と
を
示
し
、
外
生
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
変
化
の
効
果
を
分
析
し
た
。
　
こ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
主
と
し
て
為
替
切
り
下
げ
効
果
の
分
析
に
関
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
ア
ブ
ソ
ー
プ
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
弾
力
性
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
も
よ
り
簡
単
に
、
改
善
さ
れ
た
形
で
展
開
さ
れ
、
ケ
イ
ン
ズ
的
立
場
を
徹
底
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
両
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
同
じ
問
題
の
異
る
側
面
を
強
調
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
両
者
の
総
合
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
ｊ
A
l
e
x
a
乱
e
r
悶
'
M
a
c
h
l
u
p;
（̂
と
く
に
８
章
）
、
高
山
叫
、
T
器
呂
Q
岸
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
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分
析
に
は
ど
う
し
て
も
国
内
の
貨
幣
供
給
が
ど
う
な
る
か
に
視
野
を
拡
大
し
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
、
証
券
、
貨
幣
の
間
の
代
替
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
一
般
均
衡
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
}
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泥
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∽
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9
､
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{
の
日
t
1
1
､
小
官
1
2
､
T
･
r
n
叫
2
2
な
ど
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
、
ど
[
g
d
匹
1
7
流
の
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
っ
Ｅ
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
た
。
こ
の
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
後
述
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
　
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
召
が
貨
幣
の
超
過
需
要
に
等
し
い
こ
と
に
注
目
す
る
。
ア
ブ
ソ
ｌ
プ
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
え
た
よ
う
に
国
民
総
生
産
と
国
内
支
出
が
一
致
し
な
い
場
合
、
そ
の
差
額
は
証
券
の
存
在
を
考
慮
し
な
い
な
ら
ば
貨
幣
の
超
過
需
要
を
示
す
。
こ
れ
は
同
じ
こ
と
だ
が
ワ
ル
ラ
ス
法
則
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｘ
は
輸
出
財
の
超
過
供
給
（
負
の
超
過
需
要
）
、
訂
は
輸
入
財
の
超
過
需
要
で
、
収
支
均
衡
条
件
か
ら
経
済
全
体
の
貨
幣
を
含
め
た
財
の
超
過
需
の
和
は
ゼ
ロ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
国
内
財
の
需
給
が
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
尚
‐
い
べ
。
十
（
埼
濤
○
謎
副
鴎
頌
）
＝
0
と
な
る
。
か
く
て
、
（
４
）
　
　
　
　
　
　
Ｂ
=
Ａ
Ｄ
＾
　
　
　
　
　
（
ル
‥
‥
‥
貨
幣
の
超
過
需
要
）
と
な
る
。
当
期
の
国
際
収
支
黒
字
（
資
本
移
動
が
存
在
し
な
け
れ
ば
経
常
収
支
黒
字
に
等
し
い
）
は
、
期
末
の
貨
幣
保
有
（
琴
の
期
首
の
保
有
（
堵
）
に
対
す
る
増
加
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
で
あ
り
、
ま
た
血
は
公
衆
に
よ
る
保
蔵
（
Ｈ
、
国
内
貨
幣
の
追
加
的
保
有
）
と
、
銀
行
組
織
全
体
に
よ
る
信
用
創
造
（
Ｃ
）
の
差
に
等
し
い
は
ず
で
あ
り
、
と
書
い
て
も
ょ
い
。
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こ
こ
で
貨
幣
以
外
の
金
融
資
産
の
存
在
を
考
え
、
国
際
資
本
移
動
を
明
示
的
に
導
入
し
よ
う
。
財
・
サ
ー
ビ
ス
、
証
券
、
貨
幣
の
三
市
場
と
外
貨
準
備
を
考
え
、
民
間
、
外
国
、
金
融
当
局
（
な
い
し
銀
行
部
門
）
の
部
門
を
考
え
る
。
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
国
内
市
場
の
超
過
供
給
は
、
(
哨
ｌ
s
)
で
示
さ
れ
る
（
ざ
は
貯
蓄
、
７
国
内
投
資
）
。
こ
れ
は
外
国
に
対
す
る
超
過
供
給
に
等
し
い
か
ら
、
と
な
り
、
ま
た
こ
の
貯
蓄
超
過
は
民
間
部
門
の
証
券
の
超
過
需
要
（
ル
）
か
、
貨
幣
の
超
過
需
要
（
ル
）
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
と
な
る
。
外
国
部
門
の
赤
字
ｌ
(
k
｡
l
縦
)
は
（
当
該
国
の
対
外
部
門
の
黒
字
は
）
、
当
該
国
か
ら
の
資
本
輸
出
（
瓦
）
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
、
瓦
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
な
い
分
か
外
貨
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
か
ら
、
と
な
る
。
　
金
融
当
局
は
証
券
の
買
入
（
Ｊ
）
ま
た
は
外
貨
の
買
入
（
ぬ
）
に
よ
っ
て
貨
幣
を
供
給
す
る
か
ら
、
貨
幣
供
給
（
心
｛
｝
は
、
で
示
さ
れ
る
。
㈲
、
㈲
、
�
式
は
各
部
門
の
収
支
均
等
式
で
あ
る
。
　
各
市
場
の
需
給
均
衡
条
件
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ま
ず
証
券
市
場
は
、
貨
幣
市
場
は
、
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そ
し
て
外
貨
に
つ
い
て
は
、
で
、
閉
式
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
均
衡
条
件
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
総
合
収
支
（
伊
）
は
、
で
、
㈲
、
㈲
式
か
ら
㈲
式
は
、
と
な
り
、
総
合
収
支
は
貨
幣
の
超
過
需
要
か
ら
金
融
当
局
に
よ
る
証
券
の
純
購
入
を
差
し
引
い
た
も
の
に
等
し
く
な
る
。
帥
式
に
お
い
て
資
本
移
動
が
な
く
、
当
局
の
証
券
購
入
が
な
け
れ
ば
(
B
c
=
O
｡
A
W
=
^
0
)
、
㈲
式
が
え
ら
れ
る
。
　
帥
式
か
ら
㈲
式
を
行
列
に
し
て
書
け
ば
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
各
行
、
各
列
を
ゼ
ロ
と
お
け
ば
、
行
が
各
部
門
の
収
支
均
等
条
件
、
列
が
各
市
場
の
均
衡
条
件
を
示
す
。
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こ
こ
で
M
u
n
d
e
l
l
流
に
貨
幣
数
量
説
を
前
提
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
最
も
単
純
に
は
貨
幣
需
要
関
数
は
、
で
示
さ
れ
（
ご
＝
貨
幣
量
、
ｙ
＝
流
通
速
度
、
Ｐ
＝
物
価
水
準
、
ｙ
＝
実
質
国
民
総
生
産
）
、
ｙ
の
一
定
が
仮
定
さ
れ
る
か
ら
、
と
書
け
る
。
し
た
が
っ
て
変
化
率
の
タ
ー
ム
に
直
す
と
、
と
な
り
、
と
な
る
（
ρ
＝
貨
幣
増
加
率
、
λ
＝
所
得
成
長
率
、
ｚ
＝
物
価
上
昇
率
）
。
ま
た
、
生
産
関
数
は
、
だ
か
ら
（
ゅ
＝
資
本
の
生
産
性
（
一
定
）
、
瓦
＝
資
本
ス
ト
ッ
ク
）
、
と
な
っ
て
、
実
物
・
貨
幣
資
産
比
率
が
一
定
と
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
貨
幣
数
量
説
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
国
際
収
支
の
調
整
は
次
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
と
る
。
㈲
式
が
㈲
式
か
ら
、
と
書
け
る
か
ぎ
り
、
と
な
る
。
当
期
に
つ
い
て
は
λ
は
所
与
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
召
は
Ｙ
に
比
例
し
て
動
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
収
支
が
不
均
衡
に
な
っ
た
と
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
黒
字
に
な
っ
た
と
す
る
と
、
貨
幣
の
超
過
保
有
が
生
じ
て
、
所
望
水
準
を
上
回
る
こ
と
に
な
り
、
個
々
人
は
貨
幣
保
有
を
減
少
さ
せ
て
、
支
出
を
増
加
さ
せ
、
貿
易
品
へ
の
支
出
も
増
加
さ
せ
（
訂
の
増
加
）
、
黒
字
解
消
へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
（
但
し
、
他
の
効
果
は
一
切
無
視
し
て
い
る
）
。
　
こ
の
よ
う
な
調
整
プ
ロ
セ
ス
は
単
純
化
し
す
ぎ
て
お
り
、
も
っ
と
一
般
均
衡
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
次
に
そ
れ
を
展
開
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
三
　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
　
M
[
自
d
匹
流
の
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
・
チ
は
国
際
収
支
調
整
問
題
を
貨
幣
需
給
問
題
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
単
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
貨
幣
需
給
と
し
て
広
義
に
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
金
融
資
産
の
需
給
と
し
て
深
め
た
の
が
、
J
V
i
c
i
S
-
m
n
o
n
'
±
i
5
､
}
'
へ
[
c
K
i
n
n
o
n
&
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
O
a
t
e
s
;
z
.
6
1
A
r
g
y
問
咄
､
r
o
l
a
k
&
A
r
g
y
^
9
1
の
分
析
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
ら
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
名
付
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
け
た
だ
{
り
}
{
{
n
n
o
n
の
所
説
を
中
心
に
、
国
際
収
支
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
に
か
か
わ
ら
せ
て
検
討
し
た
い
。
　
小
国
の
ケ
ー
ス
を
考
え
、
そ
の
国
民
経
済
を
民
間
部
門
、
外
国
部
門
、
政
府
部
門
（
前
述
の
金
融
当
局
に
対
応
す
る
）
に
分
か
ち
、
民
一133 －
間
部
門
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
が
成
立
す
る
よ
う
な
国
際
収
支
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
考
え
る
。
外
国
部
門
は
商
品
の
対
外
売
買
の
行
な
わ
れ
る
商
品
市
場
と
、
金
融
資
産
の
売
買
の
形
で
行
な
わ
れ
る
金
融
市
場
（
資
本
市
場
）
か
ら
成
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
資
本
市
場
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
1
資
本
移
動
が
完
全
な
ケ
ー
ス
、
則
資
本
移
動
が
な
い
ケ
ー
ス
、
を
区
別
す
る
の
が
便
利
な
の
で
、
以
下
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。
ｊＩ
　
資
本
移
動
が
完
全
な
ケ
ー
ス
Ｅ　
資
本
移
動
が
完
全
な
ケ
ー
ス
と
は
国
際
的
に
自
由
に
移
動
す
る
大
量
の
金
融
資
産
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
0
8
、
実
物
資
本
、
生
産
要
素
と
し
て
の
資
本
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
移
動
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
資
本
移
動
が
完
全
な
ケ
ー
ス
に
は
、
市
場
利
子
率
は
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
同
一
で
あ
る
。
ま
た
為
替
リ
ス
ク
が
保
有
者
に
存
在
し
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
仮
定
し
て
い
る
よ
う
に
小
国
の
場
合
に
は
利
子
率
構
造
は
対
外
的
に
決
定
さ
れ
、
国
内
経
済
政
策
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
金
融
資
産
は
国
際
的
に
完
全
代
替
性
を
も
つ
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
民
間
部
門
の
個
々
人
は
外
国
資
産
を
も
含
め
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
を
維
持
す
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
所
与
の
利
子
率
や
実
質
所
得
水
準
で
貨
幣
と
国
際
的
に
移
動
可
能
な
、
国
内
お
よ
び
外
国
の
証
券
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
混
合
を
維
持
す
る
。
け
だ
し
、
貨
幣
は
外
国
資
産
で
な
く
、
当
該
国
の
法
貨
と
考
え
て
お
く
。
　
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
的
な
条
件
を
仮
定
す
る
。
当
該
国
は
小
国
で
あ
る
か
ら
、
貿
易
可
能
財
は
そ
の
価
格
が
対
外
的
に
外
貨
で
固
定
さ
れ
、
国
内
貨
幣
価
格
は
為
替
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
固
定
レ
ー
ト
を
考
え
れ
ば
、
貿
易
可
能
財
と
非
貿
易
可
能
財
の
間
の
相
対
価
格
一
定
お
よ
び
総
支
出
中
の
輸
入
の
割
合
が
二
定
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
輸
出
は
国
内
、
外
国
の
相
対
価
格
に
よ
っ
て
決
る
と
仮
定
さ
れ
る
の
で
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ブ
の
条
件
の
下
で
は
為
替
レ
ー
ト
の
水
準
が
輸
出
を
決
定
し
、
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
は
輸
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出
は
外
国
需
要
が
シ
フ
ト
し
な
い
か
ぎ
り
一
定
で
あ
る
。
　
純
投
資
は
ゼ
ロ
と
し
、
限
界
貯
蓄
性
向
は
正
と
す
る
。
固
定
レ
ー
ト
制
が
と
ら
れ
る
も
の
と
し
（
邦
貨
建
レ
ー
ト
｀
＝
｀
・
）
、
利
子
率
は
対
外
的
に
決
定
さ
れ
一
定
と
考
え
る
（
、
＝
、
・
）
。
実
質
所
得
を
ｙ
、
金
融
資
産
の
純
実
質
ス
ト
ッ
ク
を
Ｌ
と
す
る
（
Ｌ
＝
債
券
プ
ラ
ス
貨
幣
）
。
需
要
関
数
を
夫
々
求
め
よ
う
。
金
融
資
産
需
要
関
数
（
烏
）
は
、
商
品
需
要
関
数
（
£
）
は
、
輸
出
関
数
（
Ｘ
）
は
、
輸
入
関
数
（
訂
）
は
、
で
、
限
界
輸
入
性
向
を
辨
と
す
る
と
、
で
あ
る
。
各
市
場
の
均
衡
条
件
は
、
商
品
の
総
需
要
＝
総
供
給
、
輸
出
＝
輸
入
、
金
融
資
産
の
需
要
＝
供
給
で
示
さ
れ
る
か
ら
、
商
品
市
場
の
均
衡
条
件
は
、
貿
易
バ
ラ
ン
ス
は
、
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金
融
資
産
市
場
の
均
衡
条
件
は
、
と
な
る
。
こ
の
体
系
で
内
生
変
数
（
未
知
数
）
は
Ｌ
と
ｙ
の
二
つ
で
、
方
程
式
は
三
本
で
あ
り
過
剰
決
定
で
あ
る
。
叫
式
は
通
常
の
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
所
得
決
定
式
で
あ
り
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
の
問
題
は
無
視
さ
れ
る
。
叫
式
は
Ｌ
不
変
が
必
要
条
件
で
、
匈
式
は
叫
、
姉
式
か
ら
暗
黙
に
前
提
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
聯
式
マ
イ
ナ
ス
�
式
は
、
で
、
国
内
商
品
の
超
過
需
要
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
個
々
人
は
そ
の
購
買
力
を
商
品
か
金
融
資
産
の
獲
得
に
し
か
用
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ワ
ル
ラ
ス
法
則
か
ら
、
商
品
の
超
過
需
要
＝
ゼ
ロ
は
金
融
資
産
の
超
過
需
要
＝
ゼ
ロ
を
意
味
す
る
の
で
、
�
式
が
余
剰
と
な
る
。
か
く
て
、
�
式
を
除
け
ば
二
未
知
数
、
二
方
程
式
と
な
り
斉
合
的
と
な
る
が
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
を
明
示
的
に
示
す
た
め
に
匈
式
が
有
益
な
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
Ｌ
と
ｙ
の
間
に
特
定
な
関
係
を
仮
定
す
る
と
（
た
と
え
ば
、
線
型
で
書
け
ば
ト
＝
タ
び
、
貿
易
赤
字
、
黒
字
を
消
去
す
る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
想
定
し
う
る
。
と
こ
ろ
で
、
経
常
収
支
の
赤
字
、
黒
字
は
金
融
資
産
の
純
ス
ト
ッ
ク
を
変
化
さ
せ
る
わ
け
で
、
外
部
貨
幣
の
供
給
に
似
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
経
常
収
支
黒
字
は
金
融
資
産
の
獲
得
で
、
純
債
券
保
有
の
増
加
と
な
る
（
固
定
レ
ー
ト
な
ら
ば
一
部
分
国
内
貨
幣
に
替
え
ら
れ
る
）
。
こ
の
こ
と
は
政
府
赤
字
の
ケ
ー
ス
に
類
似
す
る
。
さ
て
、
経
常
収
支
赤
字
が
あ
る
と
き
の
調
整
は
ま
ず
金
融
資
産
が
減
少
す
る
。
個
々
人
は
こ
れ
に
対
し
て
金
融
資
産
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
、
実
質
商
品
支
出
を
抑
制
す
る
か
ら
、
所
得
の
減
少
、
貿
易
可
能
商
品
へ
の
需
要
減
少
と
な
っ
て
赤
字
の
解
消
と
な
る
。
黒
字
の
場
合
は
反
対
の
プ
ロ
セ
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ス
を
想
定
す
れ
ば
よ
い
。
経
済
が
召
a
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
の
均
衡
化
傾
向
は
よ
り
速
く
、
よ
り
強
力
に
な
句
（
貨
幣
政
策
、
財
政
政
策
の
効
果
）
５Ａ
　
貨
幣
政
策
ぐ
　
小
国
を
考
え
て
い
る
の
で
、
利
子
率
は
対
外
的
に
固
定
さ
れ
、
貨
幣
政
策
は
利
子
率
の
変
更
と
い
う
通
常
の
ル
ー
ト
で
は
作
用
し
な
い
。
そ
こ
で
、
G
u
r
l
e
y
&
S
h
a
W
囲
的
に
内
部
貨
幣
供
給
と
外
部
貨
幣
供
給
を
政
策
手
段
と
考
え
よ
う
。
G
u
r
l
e
y
&
S
h
a
W
は
内
部
貨
幣
を
民
間
部
門
発
行
の
証
券
に
対
す
る
公
開
市
場
操
作
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
と
定
義
し
加
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
異
り
民
間
部
門
の
保
有
す
る
証
券
の
公
開
市
場
操
作
に
よ
る
も
の
と
定
義
す
る
。
外
部
貨
幣
は
そ
れ
以
外
の
新
貨
幣
の
経
済
へ
の
注
入
を
　
　
　
　
�
意
味
す
る
。
　
内
部
貨
幣
供
給
は
民
間
保
有
の
純
資
産
保
有
を
不
変
に
保
つ
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
実
質
商
品
支
出
に
対
し
て
直
接
的
資
産
効
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
は
な
い
。
一
方
外
部
貨
幣
供
給
は
純
資
産
保
有
と
支
出
性
向
を
増
大
す
る
の
で
、
商
品
支
出
に
対
し
て
正
の
資
産
効
果
を
も
つ
。
以
下
で
は
固
定
レ
ー
ト
制
の
仮
定
を
は
ず
し
て
、
固
定
レ
ー
ト
と
変
動
レ
ー
ト
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
㈱
　
固
定
為
替
レ
ー
ト
の
ケ
ー
ス
　
〔
内
部
貨
幣
供
給
〕
　
内
部
貨
幣
供
給
を
行
な
っ
て
も
前
述
の
よ
う
に
金
融
資
産
の
純
ス
ト
ッ
ク
は
不
変
で
あ
り
、
実
質
商
品
支
出
に
対
す
る
直
接
的
資
産
効
果
は
な
い
。
個
々
人
が
国
内
貨
幣
獲
得
の
た
め
に
債
券
を
外
国
人
に
売
却
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
効
果
は
内
部
貨
幣
供
給
と
同
じ
で
民
間
部
門
の
純
資
産
保
有
は
不
変
で
あ
る
。
　
政
府
が
民
間
部
門
か
ら
債
券
を
購
入
す
る
と
い
う
内
部
貨
幣
供
給
は
国
内
利
子
率
に
一
時
的
下
方
圧
力
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
個
々
人
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
回
復
の
た
め
外
国
人
か
ら
固
定
的
外
国
利
子
率
で
債
券
を
買
う
。
つ
ま
り
新
し
く
供
給
さ
れ
た
国
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内
貨
幣
は
民
間
部
門
か
ら
吸
い
上
げ
ら
れ
て
外
国
為
替
当
局
（
政
府
部
門
と
考
え
て
よ
い
）
の
手
許
に
入
り
、
外
国
為
替
準
備
が
引
き
出
さ
れ
る
。
個
々
人
が
内
部
貨
幣
供
給
を
相
殺
す
る
よ
う
に
外
国
人
か
ら
債
券
を
買
う
の
で
、
政
府
は
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
貨
幣
額
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
〔
外
部
貨
幣
供
給
〕
　
外
部
貨
幣
供
給
は
民
間
部
門
の
純
資
産
保
有
と
支
出
性
向
を
増
大
す
る
。
商
品
支
出
に
対
し
て
正
の
資
産
効
果
を
も
つ
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
経
常
収
支
の
赤
字
、
黒
字
は
金
融
資
産
の
純
ス
ト
ッ
ク
を
変
化
さ
せ
る
。
経
常
収
支
黒
字
は
金
融
資
産
の
増
大
と
な
り
、
こ
れ
は
政
府
赤
字
と
類
似
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
金
融
資
産
の
超
過
供
給
、
商
品
に
対
す
る
超
過
需
要
と
い
う
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
不
均
衡
は
商
品
に
対
す
る
支
出
増
大
、
一
時
的
な
貨
幣
所
得
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
固
定
レ
ー
ト
な
ら
ば
輸
入
増
大
と
な
っ
て
経
常
収
支
赤
字
と
な
る
。
か
く
て
金
融
資
産
が
流
出
し
、
金
融
資
産
の
超
過
供
給
減
少
と
な
っ
て
、
均
衡
所
得
水
準
を
元
の
水
準
に
戻
す
。
す
な
わ
ち
、
新
し
く
注
入
さ
れ
た
分
の
金
融
資
産
が
流
出
す
る
。
よ
っ
て
外
部
貨
幣
供
給
に
よ
っ
て
も
政
府
は
金
融
資
産
ス
ト
ッ
ク
を
変
更
で
き
な
い
。
㈲
　
変
動
為
替
レ
ー
ト
の
ケ
ー
ス
　
〔
内
部
、
外
部
貨
幣
供
給
〕
　
内
部
、
外
部
貨
幣
供
給
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
内
貨
幣
は
当
該
経
済
に
留
り
国
内
貨
幣
所
得
に
対
し
て
拡
張
効
果
を
も
つ
。
債
券
の
買
オ
ペ
を
例
に
と
る
と
、
利
子
率
不
変
の
下
で
貨
幣
の
超
過
供
給
、
債
券
の
超
過
需
要
と
な
り
、
国
内
貨
幣
で
債
券
を
外
国
人
か
ら
買
お
う
と
す
る
。
か
く
て
、
た
が
上
昇
し
心
輸
入
減
少
、
輸
出
増
加
と
い
う
純
債
券
保
有
増
加
に
伴
う
一
時
的
経
常
収
支
黒
字
が
生
じ
て
、
貨
幣
所
得
増
大
と
な
る
。
そ
し
て
貨
幣
所
得
が
金
融
資
産
の
増
大
に
比
例
し
て
増
大
す
る
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥
で
商
品
の
超
過
需
要
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
外
部
貨
幣
供
給
で
も
同
じ
で
あ
る
。
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M
u
n
d
e
l
l
は
財
政
政
策
が
固
定
レ
ー
ト
制
で
か
つ
資
本
移
動
が
完
全
な
場
合
に
有
効
で
あ
る
と
し
、
変
動
レ
ー
ト
制
の
ケ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
に
は
有
効
で
な
い
と
考
え
た
が
、
こ
れ
は
赤
字
財
政
に
正
し
い
こ
と
が
i
V
i
c
i
V
m
n
o
n
<
&
U
a
t
e
s'
^
6
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
こ
と
を
以
下
で
明
ら
か
に
す
る
。
㈲
　
固
定
為
替
レ
ｌ
ト
の
ケ
ー
ス
　
〔
均
衡
予
算
〕
　
固
定
レ
ー
ト
制
だ
か
ら
?
ふ
･
で
あ
る
。
税
収
に
よ
る
政
府
支
出
を
Ｇ
と
す
る
と
（
所
与
と
考
え
、
Q
=
Q
･
）
、
叫
、
�
、
匈
式
は
次
の
よ
う
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
ｙ
を
与
え
る
と
、
聯
▽
Ｏ
、
�
▽
こ
、
聯
△
０
．
単
純
な
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
体
系
で
は
均
衡
予
算
の
乗
数
は
１
と
な
る
が
、
開
放
体
系
で
は
輸
入
リ
ー
ケ
ッ
ジ
お
よ
び
国
際
収
支
の
制
約
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
政
府
支
出
増
が
あ
っ
て
、
民
間
支
出
と
同
じ
割
合
で
国
内
品
お
よ
び
外
国
品
に
分
配
さ
れ
る
な
ら
鴎
、
付
加
的
輸
入
リ
ー
ケ
ッ
ジ
は
政
府
支
出
増
加
に
よ
る
拡
張
効
果
を
相
殺
し
て
、
均
衡
所
得
水
準
は
不
変
で
あ
る
。
も
し
所
得
水
準
が
そ
の
初
期
均
衡
水
準
以
上
に
留
る
か
ぎ
り
経
済
は
輸
出
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈
外
生
的
水
準
以
上
に
輸
入
を
促
進
す
る
。
そ
の
結
果
の
経
常
収
支
赤
字
は
金
融
資
産
の
流
出
、
支
出
の
減
少
と
な
る
。
　
そ
れ
で
は
均
衡
予
算
政
策
に
は
い
か
な
る
効
果
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
Ｇ
は
対
称
条
件
（
注
匈
参
照
）
が
崩
れ
る
か
、
政
府
が
そ
の
支
出
を
国
内
商
品
に
バ
イ
ア
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
枠
内
で
所
得
水
準
に
影
響
す
る
。
こ
の
場
合
�
＝
０
な
る
よ
う
な
極
限
に
お
い
て
、
均
衡
予
算
乗
数
は
１
と
な
り
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
１
よ
り
小
か
、
負
で
あ
る
。
か
く
し
て
通
常
の
支
出
政
― 139 ―
策
の
効
果
は
制
限
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
　
そ
こ
で
、
国
内
所
得
の
促
進
に
は
税
収
か
ら
輸
出
産
業
を
援
助
す
る
の
が
よ
い
。
所
得
に
影
響
を
与
え
ん
と
す
る
均
衡
予
算
は
政
府
支
出
自
体
の
増
大
よ
り
も
貿
易
バ
ラ
ン
ス
ヘ
の
直
接
的
イ
ン
パ
ク
ト
が
よ
い
。
前
述
の
よ
う
に
前
者
は
外
国
貿
易
リ
ー
ケ
ッ
ジ
　
（
金
融
資
産
の
流
出
）
に
よ
っ
て
所
得
促
進
効
果
は
な
く
な
る
一
方
、
後
者
は
輸
出
拡
大
、
金
融
資
産
の
注
入
、
均
衡
所
得
水
準
の
上
　
　
　
　
　
　
叫
昇
を
も
た
ら
す
。
　
〔
赤
字
予
算
〕
　
政
府
赤
字
支
出
（
Ｄ
）
は
商
品
需
要
（
特
に
輸
入
）
増
大
を
伴
う
一
方
、
金
融
資
産
の
新
超
過
供
給
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
所
得
増
大
に
伴
っ
て
貿
易
収
支
の
悪
化
、
金
融
資
産
の
流
出
と
な
り
、
そ
の
新
超
過
供
給
と
等
し
く
な
る
ま
で
貿
易
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
を
伴
う
所
得
増
大
が
続
仙
。
そ
こ
に
お
い
て
、
金
融
資
産
の
私
的
保
有
は
不
変
と
な
る
。
新
し
い
均
衡
条
件
は
（
Ｄ
は
所
与
と
し
炳
）
、
と
な
る
。
恒
久
的
輸
入
超
過
が
八
に
等
し
く
な
る
。
赤
字
支
出
が
所
得
に
与
え
る
乗
数
効
果
を
考
え
よ
う
。
対
称
条
件
（
注
匈
参
照
）
に
緋
＝
ミ
、
・
緋
を
加
え
る
。
対
称
条
件
と
匈
式
か
ら
、
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匈
式
か
ら
、
を
う
る
。
よ
っ
て
赤
字
支
出
の
国
民
所
得
へ
の
乗
数
効
果
は
限
界
輸
入
性
向
の
み
に
依
存
し
、
国
内
貯
蓄
性
向
か
ら
は
独
立
で
あ
る
。
経
済
が
封
鎖
的
で
あ
れ
ぱ
あ
る
ほ
ど
赤
字
支
出
の
所
得
刺
激
効
果
は
大
き
く
な
句
卯
　
変
動
為
替
レ
ー
ト
の
ケ
ー
ス
　
利
子
率
は
対
外
的
に
決
る
の
で
一
定
と
考
え
ら
れ
る
。
変
動
レ
ー
ト
制
の
下
で
は
所
得
増
大
に
応
ず
る
国
内
貨
幣
供
給
拡
大
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
な
い
。
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
個
々
人
は
外
国
人
に
債
券
を
売
り
、
外
国
為
替
当
局
か
ら
国
内
貨
幣
を
獲
得
で
き
る
の
で
貨
幣
供
給
は
自
由
に
増
大
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
変
動
レ
ー
ト
制
に
は
な
く
固
定
的
利
子
率
は
現
存
現
金
残
高
の
流
通
速
度
を
不
変
に
保
つ
。
し
た
が
っ
て
赤
字
予
算
の
も
つ
所
得
、
雇
用
水
準
へ
の
効
果
も
弱
い
。
　
〔
均
衡
予
算
〕
　
貨
幣
供
給
、
利
子
率
は
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
所
得
は
貨
幣
の
流
通
速
度
が
上
が
れ
ば
増
大
す
る
。
政
府
支
出
は
民
間
部
門
か
ら
公
共
部
門
へ
の
可
処
分
所
得
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
を
も
た
ら
し
、
流
通
速
度
を
高
め
る
。
こ
の
Ｇ
の
増
加
が
政
府
貨
幣
残
高
の
上
昇
と
な
ら
な
い
と
い
う
極
限
の
ケ
ー
ス
で
は
均
衡
予
算
の
乗
数
１
が
成
立
す
る
。
こ
の
場
合
民
間
部
門
の
可
処
分
所
得
は
増
加
し
、
総
貨
幣
所
得
に
お
け
る
Ｇ
の
新
し
い
増
加
が
生
ず
る
。
新
し
い
均
衡
の
下
で
は
み
の
上
昇
が
輸
出
入
を
均
等
な
ら
し
　
叫め
る
。
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〔
赤
字
予
算
〕
　
財
政
赤
字
が
あ
る
と
個
人
可
処
分
所
得
の
増
加
と
な
り
、
個
々
人
は
債
券
を
外
国
人
に
売
っ
て
現
金
残
高
増
加
を
図
る
。
す
る
と
、
為
替
レ
ー
ト
鳶
が
下
落
し
、
輸
出
減
少
、
輸
入
増
大
と
な
り
、
国
内
所
得
の
一
時
的
増
加
を
弱
め
る
。
か
く
し
て
新
し
い
均
衡
は
、
輸
入
マ
イ
ナ
ス
輸
出
＝
玖
な
る
よ
う
な
場
合
に
成
立
す
る
。
こ
の
と
き
、
貨
幣
所
得
は
貨
幣
供
給
一
定
か
ら
均
衡
し
て
お
り
、
経
済
に
注
入
さ
れ
る
金
融
資
産
は
経
常
収
支
赤
字
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
る
。
財
政
赤
字
増
加
は
貨
幣
所
得
を
不
変
に
保
つ
わ
け
心
、
政
府
部
門
の
規
模
の
拡
大
は
あ
る
が
、
輸
出
減
少
、
輸
入
増
加
に
よ
る
民
間
の
所
得
、
支
出
の
縮
少
に
よ
っ
て
相
殺
さ
　
叫れ
る
。
Ⅱ
1
　
資
本
移
動
が
な
い
ケ
ー
ス
Ｅ　
国
際
資
本
移
動
が
な
い
場
合
、
経
常
収
支
不
均
衡
は
公
的
外
国
為
替
準
備
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
。
国
際
収
支
の
分
析
は
資
本
収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斡
支
を
除
い
て
も
っ
ぱ
ら
経
常
収
支
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
ま
ず
は
で
考
察
し
た
モ
デ
ル
を
修
正
し
て
み
よ
う
。
　
実
質
所
得
を
ｙ
、
貨
幣
を
ひ
、
債
券
を
ひ
、
ひ
の
利
子
率
を
�
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
子
率
変
化
に
よ
る
債
券
の
資
本
価
値
の
変
化
は
考
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
債
券
が
短
期
の
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
過
去
に
お
い
て
政
府
が
i
n
s
i
d
e
t
e
c
h
n
i
q
u
e
で
貨
幣
供
給
を
し
た
な
ら
ば
、
り
＝
Ｉ
ト
ョ
。
金
融
資
産
の
純
ス
ト
ッ
ク
は
、
ト
＝
り
十
ト
ョ
。
実
物
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
Ｋ
と
す
る
が
、
金
融
の
発
達
の
状
態
に
よ
っ
て
流
動
性
が
異
る
。
流
動
性
の
異
る
証
券
は
Ｋ
の
大
き
さ
に
か
か
わ
り
な
く
、
Ｋ
に
対
す
る
所
有
請
求
権
と
し
て
発
行
さ
れ
、
こ
の
中
の
最
も
流
動
的
な
請
求
権
の
収
益
は
�
に
等
し
い
。
し
か
し
短
期
分
析
を
す
る
の
で
当
該
経
済
の
金
融
構
造
は
変
化
せ
ず
、
Ｋ
の
流
動
性
は
一
定
と
仮
定
す
る
。
為
替
レ
ー
ト
を
鳶
（
こ
こ
で
は
一
応
固
定
レ
ー
ト
を
考
え
て
秘
）
と
す
る
。
各
市
場
の
需
要
関
数
を
求
め
る
。
商
品
需
要
関
数
は
、
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貨
幣
需
要
関
数
は
、
債
券
需
要
関
数
は
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
需
要
関
数
は
、
輸
出
関
数
は
、
輸
入
関
数
は
、
で
あ
る
。
ａ
、
β
、
ａ
、
δ
、
θ
、
η
は
そ
れ
ぞ
れ
自
生
的
変
化
を
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
市
場
の
均
衡
条
件
を
求
め
る
と
、
商
品
需
要
か
ら
実
物
資
本
を
分
け
、
金
融
資
産
市
場
を
貨
幣
と
債
券
に
分
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
次
の
５
つ
の
条
件
が
え
ら
れ
る
。
商
品
市
場
（
フ
ロ
ー
）
は
、
貿
易
バ
ラ
ン
ス
は
、
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貨
幣
市
場
は
、
債
券
市
場
は
、
商
品
ス
ト
ッ
ク
市
場
は
、
と
な
る
。
　
こ
の
体
系
で
貨
幣
は
内
生
変
数
で
、
対
外
不
均
衡
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
、
意
識
的
な
国
内
金
融
政
策
は
と
ら
れ
な
い
と
こ
こ
で
は
考
え
る
。
経
常
収
支
黒
字
は
貨
幣
の
経
済
へ
の
注
入
と
な
り
、
輸
入
を
含
む
商
品
支
出
の
増
加
と
な
仙
。
こ
の
モ
デ
ル
の
性
質
を
検
討
す
る
た
め
に
、
Ｕ
で
み
よ
た
う
に
貨
幣
政
策
、
財
政
政
策
、
そ
し
て
為
替
政
策
の
効
果
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
（
貨
幣
政
策
、
財
政
政
策
、
為
替
政
策
の
効
果
）
りＡ
　
貨
幣
政
策
ぐ㈲
　
固
定
為
替
レ
ー
ト
の
ケ
ー
ス
　
〔
外
部
貨
幣
供
給
〕
　
一
番
単
純
な
ケ
ー
ス
と
し
て
輸
入
が
支
出
の
関
数
で
、
≒
=
ﾐ
哨
{
た
だ
し
、
･
Λ
s
ﾊ
}
)
の
線
型
の
場
合
を
と
る
と
、
と
な
り
、
㈲
、
紬
式
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
y
=
‥
哨
だ
か
ら
、
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で
あ
る
。
紬
、
�
、
糾
式
か
ら
、
ｙ
、
・
ｚ
、
び
が
決
定
さ
れ
、
ｙ
は
糾
式
だ
け
で
決
る
。
商
品
か
ら
貨
幣
へ
と
流
動
性
選
好
が
変
化
し
た
と
い
う
外
部
貨
幣
の
供
給
と
同
じ
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
場
合
を
考
え
れ
ば
、
晋
Ｖ
0
､
陶
9
日
0
と
す
る
と
、
糾
式
か
ら
、
�
式
か
ら
ま
た
�
式
か
ら
、
が
え
ら
れ
る
。
�
式
の
右
辺
は
流
動
性
選
好
の
変
化
を
示
す
。
糾
、
紳
、
匈
式
を
解
く
と
、
が
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
均
衡
所
得
水
準
、
均
衡
利
子
率
は
不
変
で
あ
る
が
、
貨
幣
供
給
は
流
動
性
選
好
の
変
化
分
だ
け
増
加
す
る
。
一
時
的
に
国
内
商
品
と
輸
入
品
へ
の
支
出
減
少
と
な
り
、
一
時
的
貿
易
黒
字
が
お
こ
る
が
、
国
際
通
貨
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
貨
幣
供
給
増
加
と
対
外
為
替
準
備
増
加
は
等
し
い
。
　
〔
内
部
貨
幣
供
給
〕
　
政
府
が
債
券
を
売
っ
て
貨
幣
供
給
の
減
少
を
行
な
う
と
考
え
る
(
ら
り
V
0
)
。
匈
式
の
右
辺
に
Ｊ
を
入
れ
、
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�
式
の
右
辺
か
ら
１
ヽ
－
Ｊ
こ
ド
登
を
消
去
し
て
糾
、
紳
、
如
式
か
ら
ご
、
壽
を
求
め
る
と
、
と
な
り
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
初
の
売
オ
ペ
は
、
匹
の
額
だ
け
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
を
減
少
さ
せ
る
。
均
衡
に
お
い
て
貨
幣
供
給
の
最
初
の
減
少
を
一
部
分
相
殺
す
る
一
時
的
な
国
際
収
支
黒
字
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
為
替
準
備
は
最
初
の
オ
ペ
よ
り
も
量
的
に
少
な
い
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈
度
で
増
大
す
る
。
ま
た
均
衡
利
子
率
は
上
昇
す
る
。
邸
　
変
動
為
替
レ
ー
ト
の
ケ
ー
ス
　
国
際
収
支
赤
字
、
黒
字
を
経
由
し
て
お
こ
る
貨
幣
の
国
内
ス
ト
ッ
ク
の
変
化
を
相
殺
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
な
い
。
さ
ら
に
国
内
債
券
保
有
の
ス
ト
ッ
ク
は
固
定
さ
れ
て
お
り
、
貨
幣
当
局
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
　
均
衡
所
得
水
準
と
均
衡
利
子
率
は
次
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
条
件
を
満
足
す
る
。
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ご
、
ひ
は
国
内
貨
幣
当
局
が
管
理
し
、
ｙ
と
�
は
紬
、
�
式
か
ら
決
る
。
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
は
内
生
的
た
っ
た
Ｐ
の
代
り
に
為
替
レ
ー
ト
か
を
内
生
変
数
に
と
る
。
し
か
し
、
た
は
商
品
貿
易
フ
ロ
ー
の
均
衡
を
維
持
す
る
よ
う
に
均
衡
水
準
に
よ
っ
て
決
る
。
す
な
わ
ち
、
ｙ
が
紬
、
�
式
か
ら
決
る
と
た
は
次
式
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
た
に
つ
い
て
お
こ
る
こ
と
は
均
衡
所
得
の
決
定
に
際
し
て
は
無
視
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
紬
式
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ｌ
は
紬
、
�
式
か
ら
決
る
均
衡
所
得
に
影
響
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
変
動
為
替
レ
ー
ト
制
と
資
本
移
動
が
存
在
し
な
い
ケ
ー
ス
を
考
え
る
か
ぎ
り
、
貨
幣
政
策
、
そ
し
て
次
節
に
み
る
よ
う
に
財
政
政
策
も
封
鎖
経
済
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
ｊＢ
　
財
政
政
策
と
為
替
政
策
ぐ
　
政
府
部
門
は
支
出
水
準
を
固
定
し
、
課
税
率
ヱ
だ
け
を
設
定
す
る
と
仮
定
す
る
。
一
定
の
税
率
の
下
で
所
得
の
変
化
は
税
収
の
変
化
と
政
府
予
算
の
赤
字
、
黒
字
の
大
き
さ
の
変
化
を
お
こ
す
。
財
政
赤
字
、
黒
字
は
貨
幣
量
を
増
減
で
き
る
も
の
と
す
る
。
　
財
政
黒
字
が
存
在
し
、
そ
の
資
産
吸
収
効
果
が
民
間
部
門
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
と
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
な
方
法
で
経
済
に
資
産
を
流
入
さ
せ
る
経
常
収
支
の
黒
字
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
経
常
収
支
黒
字
と
黒
字
予
算
は
均
衡
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
均
衡
条
件
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
商
品
市
場
（
フ
ロ
ー
）
は
、
経
常
収
支
黒
字
は
、
政
府
黒
字
は
、
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予
算
＝
貿
易
の
制
約
は
、
貨
幣
市
場
は
、
債
券
市
場
は
、
商
品
ス
ト
ッ
ク
市
場
は
、
と
な
る
。
　
和
式
の
意
味
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
均
衡
を
保
つ
た
め
に
財
政
黒
字
で
吸
収
さ
れ
た
貨
幣
は
経
常
収
支
黒
字
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
貨
幣
に
等
し
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
経
常
収
支
黒
字
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
外
国
為
替
は
外
為
当
局
の
準
備
増
加
と
な
り
、
見
返
り
に
貨
幣
が
供
給
さ
れ
る
。
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
財
政
黒
字
は
同
額
の
為
替
準
備
の
増
加
と
な
る
。
和
、
和
、
和
、
和
式
か
ら
ｙ
の
均
衡
値
は
、
Ｘ
、
Ｇ
、
辨
、
ｆ
の
関
数
と
し
て
計
算
し
う
る
。
政
府
支
出
の
う
ち
輸
入
の
割
合
は
民
間
支
出
の
そ
れ
と
同
じ
で
、
M
=
m
(
E
十
(
心
)
で
あ
る
と
き
、
ｙ
の
均
衡
値
は
、
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と
な
る
。
籾
式
か
ら
ｙ
が
決
ま
れ
ば
、
�
、
ご
、
Ｋ
の
均
衡
値
は
、
糾
、
紳
、
励
式
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
政
府
支
出
と
為
替
レ
ー
ト
ゐ
が
決
定
さ
れ
た
と
き
、
対
外
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
の
税
率
（
乙
は
、
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
　
経
常
収
支
均
衡
と
均
衡
所
得
水
準
は
、
ｔ
、
Ｇ
、
Ｘ
、
辨
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
貨
幣
供
給
の
内
部
的
変
化
は
利
子
率
と
均
衡
貨
幣
供
給
に
影
響
す
る
が
、
均
衡
所
得
も
し
く
は
均
衡
経
常
収
支
黒
字
に
何
ら
の
効
果
も
も
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
為
替
レ
ー
ト
と
税
率
を
対
外
均
衡
と
所
得
の
完
全
雇
用
水
準
と
い
う
二
つ
の
政
策
目
標
の
た
め
に
採
用
す
る
。
　
ｘ
、
｀
は
た
の
関
数
で
、
鵬
V
O
､
聯
ﾊ
0
で
あ
る
。
対
外
均
衡
と
両
立
す
る
完
全
雇
用
所
得
分
の
達
成
の
た
め
に
は
、
必
要
条
件
が
ふ
‥
‥
‥
匂
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
糾
式
か
ら
完
全
雇
用
所
得
水
準
で
（
輸
出
）
＝
（
輸
入
）
と
な
る
。
こ
れ
は
政
府
支
出
、
税
率
と
は
無
関
係
に
達
成
で
き
る
。
そ
し
て
糾
式
か
ら
両
政
策
目
標
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
適
正
税
率
は
、
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
府
支
出
を
カ
バ
ー
す
る
完
全
雇
用
所
得
で
の
税
収
を
促
進
す
る
水
準
に
ｔ
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
― 149 ―
れ
は
ゐ
と
独
立
に
で
き
る
。
し
か
し
、
ｔ
、
ゐ
は
共
に
完
全
雇
用
所
得
と
対
外
均
衡
と
い
う
両
均
衡
が
成
立
す
る
に
は
ユ
ニ
ー
ク
に
決
定
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
四
　
結
　
　
語
　
以
上
の
分
析
で
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
は
一
国
の
民
間
部
門
が
そ
の
貨
幣
保
有
高
、
証
券
保
有
高
な
ど
の
資
産
残
高
を
調
整
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
生
ず
る
現
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
済
成
長
に
よ
る
所
得
の
増
大
、
中
央
銀
行
に
よ
る
独
立
的
な
貨
幣
供
給
、
市
中
銀
行
に
よ
る
信
用
創
造
、
政
府
の
国
債
発
行
・
償
還
な
ど
の
民
間
部
門
の
資
産
残
高
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
変
化
さ
せ
る
要
因
が
一
度
で
終
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
の
期
に
お
い
て
も
生
じ
な
い
な
ら
ば
国
際
収
支
の
不
均
衡
は
新
し
い
条
件
の
下
で
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
調
整
の
完
了
に
伴
っ
て
終
る
こ
と
に
な
る
。
無
論
毎
期
毎
期
を
通
じ
て
そ
の
よ
う
な
要
因
が
変
化
し
統
け
る
場
合
に
は
国
際
収
支
の
不
均
衡
が
継
続
す
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
は
経
済
全
体
と
し
て
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
調
整
プ
ロ
セ
ス
を
反
映
す
る
過
渡
的
現
象
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
与
件
が
変
化
し
な
い
定
常
的
な
長
期
均
衡
に
お
い
て
は
国
際
収
支
は
均
衡
す
る
。
と
こ
ろ
が
弾
力
性
、
ア
ブ
ソ
ー
プ
シ
ョ
ン
、
マ
ネ
タ
リ
ー
お
よ
び
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
各
ア
プ
ロ
ー
チ
で
示
し
た
国
際
収
支
を
あ
ら
わ
す
式
は
、
そ
れ
自
体
一
般
均
衡
体
系
の
中
の
一
つ
の
関
係
式
に
す
ぎ
ず
、
因
果
関
係
を
示
す
と
い
う
よ
り
、
諸
要
因
の
相
互
依
存
関
係
か
ら
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
は
均
衡
が
成
立
し
た
状
態
で
は
両
者
の
間
に
こ
れ
ら
の
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
　
国
際
収
支
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
調
整
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
現
象
で
あ
る
の
で
、
資
本
移
動
も
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
現
象
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。
従
来
、
一150-
と
書
く
と
き
、
瓦
は
所
与
な
い
し
一
定
、
あ
る
い
は
、
利
子
率
の
関
数
と
す
る
の
を
常
と
し
た
が
、
よ
り
資
産
選
択
行
動
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
。
本
論
で
は
明
示
的
に
資
本
移
動
を
国
際
収
支
分
析
に
組
み
入
れ
た
が
、
最
適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不
明
な
た
め
、
資
本
移
動
の
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
十
分
で
は
な
い
。
よ
り
資
産
選
択
理
論
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
（
住
田
参
照
）
。
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